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1.はじめに 

近年，クチコミサイトや SNS，ブログな

どのCGM(Consumer Generated Media)と

呼ばれる個人の情報発信をデータベース化

した Web サイトが発展してきたことで，消

費者は従来のクチコミ情報や生産者からの

直接的な情報に加えて，新しい参考情報源

を得ることができるようになったといえる．

いま，これらの情報源からいかに多くの情

報を取得するか，また正しい情報はどれで

あるかを判断するということが必要となっ

ているため，そこに情報格差があるといっ

ても過言ではない．新しいサービスやシス

テムをつくる上で，ユーザと直接的接点の

ない情報発信者や，そこから得られる情報

に対する信頼性をどのように評価するかと

いうことが課題となっている． 

既存の身近な店舗推薦システムの例とし

て，「食べログ」について述べる．このシス

テムは，レビュア（店舗の評価者）のクチ

コミによって店舗ごとに点数がつけられて

おり，ユーザは，エリアやジャンル，価格

等を指定して店舗を検索することができる．

しかし，対象のコンテンツが飲食店である

ということもあり，ジャンルによっては，

主観的要素が強く点数に表れてしまうとい

う問題点がある．よって，ユーザは自分と

嗜好の一致する人を探すためにクチコミ内

容を細かく読まなくてはならず，それをし

ないユーザは自分が満足のいく可能性の高

い店を特定することが容易ではない．ユー

ザの店舗検索結果から，他の店舗を表示す

ることはできるが，いずれにしてもその店

舗が本当にユーザに合っているかどうかを

判断することは容易ではない．また，会員

登録により，ユーザ自身による，検索イン

タフェースのカスタムや，お気に入りのレ

ビュアの登録などはできるが，嗜好の類似

性の高いレビュアの情報を自動取得するこ

とはいまのところできない． 

2.店舗推薦システム 

本研究では，実際の行動履歴を用いて情

報を推薦するシステムの一つとして，飲食

店の推薦手法について検討する．本研究で

提案するシステムを 4 つの要素に分けて述

べる． 
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① ユーザの行動履歴の取得と蓄積 

リアルタイムに詳細な行動履歴を自動的

に取得することのできる方法を用いること

が望ましい．現在，広く用いられているGPS

による位置情報の取得は，飲食店のような

屋内の位置情報を取得することができない．

そこで，近年，屋内の位置情報を取得する

方法として注目されている「屋内測位技術」

を用いる．屋内測位技術を利用することに

より，ビルや地下街，アーバンキャニオン

においても店舗への来店イベントを高精度

で推定することが可能になる． 

屋外測位に基づく LBS(Location-Based 

Services)の研究は盛んに行われているが，

屋内測位に基づいて，フロア情報を含む詳

細な来店パタンから嗜好を推定し，きめの

細かな飲食店の推薦を行うことのできるシ

ステムの研究は，比較的未開拓な分野であ

る．なお，本研究では，設備投資・手法の

確立度合の観点から，Wi-Fi を用いた屋内

測位の技術を用いる．具体的には，スマー

トフォンと施設内に設置された無線 LAN

のアクセスポイントの電波状況から位置情

報を取得し，店舗へ自動的に「チェックイ

ン」を行う．それによって蓄積された細か

い来店履歴のデータを用いて，ユーザにと

って未開拓の店の推薦を行う． 

屋内測位技術による行動履歴の取得が可

能であるかどうか検証する実験を行った．

本研究のシステムに実装するサービスの一

例として，Walkbase というサービスを試験

的に用いた．通常，位置情報サービスでは、

地図と組み合わせて利用するものが多いが、

Walkbase は緯度経度情報を特に意識せず

に，例えば「総合研究棟の 435 号室」とい

った、記号的な場所の情報を扱うことがで

きる．Walkbase を用いた位置情報の取得実

験手順は以下のとおりである． 

(1)実験対象となる商業施設内の店舗におい

て，アクセスポイントの電波強度パタンを

反復測定し，ロケーションリストを登録す

る． 

(2)アクセスポイントの情報を定期的に自動

取得し，現在の日時・場所名・緯度経度・

ロケーションの ID をサーバから取得する

ためのアプリケーションを開発した．この

アプリを起動して店舗を訪れ，位置情報の

取得状況を評価した． 

② 行動履歴を用いた嗜好の抽出とユーザ

プロファイルの作成 

屋内測位技術によって取得・蓄積した行

動履歴から，ユーザの食の嗜好を把握し，

ユーザプロファイルを作成する．飲食店の

利用に関する行動と個人の食嗜好の関連性

を評価するために，日常のなかでの飲食店

の利用についてクラウドソーシングサイト

「Lancers」と Web アンケート作成ツール

「SurveyMonkey」を用いて，「外食嗜好に

係わるアンケート」と称した調査を行い，

191 件の有効な回答を得た．一般に，人は

外食をする際，1 人であれば妥協の有無に

かかわらず，利用する店舗を自ら決定して

いるといえる．しかし，グループになると，

様々な理由で，選択権が他人に移ることが

ある．よって，外食をする人数によって，

店舗の選択権がどこにあるのかを把握する

ために，「外食をする際，最終的な店舗の決

定権を自分が握っていると思いますか？」

という質問を，外食をする際の人数を 4 段

階に分けて尋ねた．回答は，「全く自分では

決めない」「ほとんど自分では決めない」「ど

ちらかといえば自分以外が決めることが多



い」「どちらかといえば自分が決めることが

多い」「ほとんど自分が決めている」「いつ

も自分が決めている」の 6 段階で，それぞ

れ順に 1~6 点とし，食事をする人数ごとに

平均点を算出した． 

 

 

 

 

 

 

この平均点を「自己選択度」と呼ぶ．「ど

ちらかといえば自分が決めることが多い」

の得点である，3 点を超えるのが「3～4 人

で食事」までである．つまり，この人数ま

では，個人の嗜好を用いて飲食店の推薦を

することが比較的可能である．自らの嗜好

に一致していると自覚している飲食店を

「行きつけの店」と定義し，アンケートか

ら，人はなにをもって「行きつけ」である

と判断しているのかということを分析した

結果について述べる．1 週間の平均外食回

数と行きつけの店の利用頻度から，1 週間

あたりどのぐらいの割合で行きつけの店を

訪れているかという値を求め，これを「行

きつけ度」とした．行きつけ度 FL(＝

Favorite Level)は，1 週間の平均外食回数 a

と，行きつけの店の 1 週間当たりの利用回

数 f を用いて以下の式により算出する． 

 

 

 

 

 

 

 

約 6 割が FL≧0.133 である(1/7＜0.1333

＜1/8)ことから，ある一定の期間内に全ての

飲食店外食した回数のうち，7～8 回に一回

以上訪れているような飲食店は行きつけの

店であると判断できる可能性がある． 

 ユーザは利用する店舗を決定するとき，

意識的または無意識的に総合的に判断して

1 つの飲食店に決定するが，そのバランス

は人によって様々で，例えば，メニューの

料金を最も重視するユーザもいれば，味を

重視するユーザもいる．味といっても，そ

の嗜好は人それぞれである．また「給料日

前だから，安い店にしよう」とか「昨日は

焼肉を食べたから，今日はカロリーを気に

してうどんにしよう」といったように，店

舗を選ぶ条件は，同じユーザでも時と場合

によって異なることも少なくない．よって，

飲食店に関する嗜好は，長期的なものと，

短期的なものを考慮する必要があるといえ

る．長期的・短期的に様々な状況に応じた

行きつけの店を推測することができれば，

そのユーザの嗜好を抽出したといえる． 

③ ユーザプロファイルを用いた店舗推薦 

アンケートにより取得したファミリーレ

ストラン・ハンバーガー屋・牛丼屋の来店

頻度，時間帯毎の外食頻度のユーザプロフ

ァイル，行きつけの飲食店リストを用いて，

店舗推薦をするための手法について述べる． 

ユーザベースの協調フィルタリングを用

いて，類似度の高いユーザを導き，そのユ

ーザが行きつけとしている店舗を推薦する．

類似度算出には，ユーザとアイテムのマト

リクスを用いる．「来店頻度」による評価値

行列を Q と「時間帯毎の外食頻度」による

評価値行列を R とすると，Q と R に基づく

類似度は，ピアソンの相関関数の式を用い図 5-11 行きつけ度 FL の分布

図 2自己選択度の分布 



て以下のように求めることができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この二つの値の比重を変えて加算した値

に基づき，推薦する店舗を決定する． 

④ 推薦結果に対する付加情報の提供 

推薦された飲食店の現在の状況（混雑度

など）の情報を付加することで，リアルタ

イムの情報とする．また，どの混雑度で訪

れたかの情報も蓄積することで，ユーザプ

ロファイルの精度の向上につなげる． 

混雑情報は，クラウドソーシングにより

取得する．取得した飲食店の混雑情報にリ

アルタイムの情報の信頼度を付与すること

で，情報の疎性を補う．信頼度の算出には，

情報がサーバに送られてから，別のユーザ

が参照するまでに店内の空席率に対して影

響を与えたとされる不確定性を u と仮定し，

信頼度 r（％）を以下の式により定義する． 

 

 

3.結論と今後の課題 

本研究では「屋内測位技術」を用いて詳

細な行動履歴を取得・蓄積するという手法

と，ユーザの「行きつけの店」に着目した

嗜好の抽出方法により，解決を試みた．「屋

内測位技術」における位置情報の取得は，

取得した情報の正確性の面で改善余地はあ

るものの，今後のサービスの改良などによ

って，より正確な情報を取得できるように

なると考えられる．また，「行きつけの店」

に関しては，行動と嗜好の相関性を分析す

るためのアンケート調査により，「行きつけ

度」という指標を示すことで行動履歴から

ユーザの行きつけの店を自動的に推測でき

る可能性が示された．また，同アンケート

調査により，飲食店を訪れる人数，頻度，

時間帯といった要素が嗜好に大きく影響す

るとわかり，頻度と時間帯を用いてユーザ

に推薦リストを作成する手法の提案に至っ

た．人数に関しては，どの程度の人数まで

は個人の嗜好を用いて推薦をすることが可

能であるのかという予測までは出来たが，

それ以上の人数になったときに，複数の人

数の嗜好を組み合わせて推薦に用いる手法

の提案までには至らなかった． 
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